
自動車火災の性状について

1 序 '* 
わが凶のn動車盗纂U.戦後。こ狗ける般もめ.rt_
いJi!慢をとげた血擦のーつであるといわれ n動車の
保町台散も昨年e月には ついに1 .1剛万台t~昭電L

t 、よいよ~-，ー"ーゼー γ ， Yの時代に人勾 たと l'

えよう.しかし.その反面白鋤.'二』風聞する交通災嘗

U， .何級歓曲1ニ噌加のー冶~1:e" ゆゆしい栓合

間竃と'"，ている現総にある.

広い.. ，艇でU.交通製省の一つであるが I'，i陣取火

災ら毎年I.IIOIl件値度ul量生Lている:.I!aにあり. ニ
れらの中には.西宮市にれけるLPGf!:"""-1}ー

の・Ji!火災とか.鈴胤~ :，.0' 4ドルに鈎ける火災帯中こ

U随めて軍大u・IWをもたら した良書も多〈発生する
ように'"，て来たニと11.tEnすべき現象で"る.ニ

のよう'"lI!省U，n動車の民総信網加Uもとより 進
路a.の後進伎にa貧困すると二ろも多いと与えられる
が. &1慢の高度化とい今ょう tJ:r.".b~. その医縫とし

て遣闘に也今ているといえよう.

"に .近に$:.a.て11.従来のガソ ，y車に!r今て

L PGを組"とする.舗が.""?Itな"いで柵加してお

り. トラ.，"の積・R物も単似る可燃物で'1.<. 各備
の危f!I性物，11，などが榊加しているので災轡条件1J1-r
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ます感化する傾向にあるといえよう.二の録名，'J.!tI::か

ら民る絡定の自動車が火裂と'"る喝合叫国魁である

が.むしみ"としてのn劃車が火災とな。た場合に
そ それが低金的に与える膨曹は磁めて喰大であり。

この>1<11こそ1IIl!.'察する隈題であるといえよ.，. 

しかし. ζの飽災劃:，守する'J融研司'"りU，現在n
と二ろ:.I!.されたという事例を聞いてい俗いのであ

る.

今同金属Lた:J<・fUJ.，砿鴎的伝給制電車二関するフヨ換

研究4をはじめ.自動車線"タ y タ L 1・Gポンへの佳

絞れよぴ自動耳障を"としてとらえ.それが火震とな。

た場合のa棋について. その:Mf.t.~研究把似し前防対

に反映する二とを11的とLて:.I!施Lf:Lのである.
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4. ..項目および日時 ・場所

別験は 前後散聞にわた q て行内たが。その現lI.

H時および場所持11椛 111のとれリである.

節"健 夫験け時・絹所実 験 'lIfI 

一ーー
予 側 ;l/ 験 .. :.I! 検
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問時 6， 7. a月 |山田町5仲間同町山 E月178 11 I! 10日
乱回一13.冊 9.ヨトー11.却

'111!1 ‘野 兜 刑制附12号田 地 . . . . . . 
1. 11動車用町帥 11 糊糊1) 1. 加掛且'RVt(I) l 脇島9!IIl(l) 1. 車種'λ'刷。
の鬼火II~.定 〈償提面101】 11'$*面1") 予・3の畑 | 踊 Uのみ使

:!l 2. r働側酬子I(，)鎗制度 ，γFポyベの ("こ噌ずる 用
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予 畑 ヨ健 験 験

2 s 一'"I ' 次
のa剣魚量辺E造事 同火災凪度 l'<tt!U.!!I実験 ，. 加納:史劇') 2 遷.1.!醐，)

の測定 (3) 儀袋状況 2. tn鮪実験(z) 予備3の実験 費降口および

3. 艦艇に関する高 (4) .at射"'a 〈絵S陸自;ilO'l') (z)に捌ずる ""常口使用

礎実被その他 (5) IYI，ポン ?'/Iポ:.-...:の 3. 火災拠検帥 a 火災:1<111
111 

-::， ，ィャの1Ju 直般加然3経験 〈艦艇面101】 E鑑蝿面，，0'，

然"'1・ 3. lIo!i;M験帥 自動車.'15台 f自動車IJI6台

2 絶JI!従劇2) (II!;慢面10J) 4 火災:た刷，)

〈艦艇面101' (1) 自動車』台の 〈題提画 100'
'Ii (1) ltll!ll陸横定 知県実験 2蘭〉

(2) :!l!醐1)に噂ず (，)火長温度 日歯車僻s台
る (3) 歓射"'a

U 3 格焼'iI劇的

〈燃焼酎4of'):J.!: 

量制')1坤ずる

4 純情!l!・~.)

【憶蝿蘭4'" JI:! 

制'.ζ蜘ずる

5 予備実.

1 実喰方言盆

(1)可継物の発火温度測定

n動車に使mされている可絵拘等の提火lUIu，
n動車およびLPGポコ〆ベミ:f，o.r-"縁取Lた賢'4<0.1
-0.0臼〉を.マ ， フル炉《司l~lkw) でjÐ.~ L .

II!I電"(A. C・3によ?て量定Lた.
t) .鶴子等の鉄剣魚盆透過両院の測定

二の3能検1:. ~I 鋤車の内fJ.o~J包鶴子，，~通過して

外思から組触された場合の総認を把値するfめ実箆

Lたものである.

決験は lI!IiIo1として.反射盟写実電琢〈マアダ，

"'ttf... ~mIOOV-300W) を使m しI 館射針で測定
した.令お.備予の位慨によ。て測定舶来に変動は

Eめられ匂か。たので.側孤と冊子の位置をl似ヨに
刷誕itL.1Oc:・間鵬で出固までの鮒を測定L.面白子

の伝い樋合と比依した.I，d当，電圧変動に ついて

は，調.ZIで一定に保'11.11の生じ低いように促雌

した.

2 実峨鎗暴および考司書

(1)可燃物の鎗火副JI:

発火溢度の測定結果は;n，演のとおりである.

1<'. 向動車周可総舗の先火点

( '0 

4品 名 |発火点:tl酬醐e~TI!剛-

'III! lIr 納 |
部 |あ り|〔|小大F :けげ'-1

-1 ~，-"，II[線側 i 5-10 I • 

5 ， 〈和 | ， a 

6 • 〈耐 | ， 

. ， 

8 1 rt< U"ιチ"~パイプ ， 

9 道路 7~7 y'" ト | 製動。 . ， 
10 77-7.，川咽，I 575 . . 
11 安全弁 (0U y円 | . 
12 (-(，.:，.<'】 . . 
13 ""由ーポ串ート | ?笥 . . 
.. 強力ガ，見 “加。 伝 L 名よ し

《盤) 13 ・1Cはボンベの度面計村斜〈のぞ~.，

1Cの発火点1.1-/:t・<8A'である.

裂から明らかなごとしその発火制度U大体ω。
℃極度と包められる.道路アスフ?ルト1:.道路Il

体の火災に興ずる質"とするために符令允ものであ

るが，実際の道路に含まれている鈍アスフヲルトa
u. ..5.d・ら12.()係. fiJl:であるといわれるので，



この発火uだげのデーターからその危険性を判新
することは問題でおろう.しかし.多量の石油鳳等

が道路に漏視した・合の火災等では S差額恨の問題
もあり 現・行動.は橿めて凶'に'.るものと織定

されよう.

次にポ yベのバルプに使用されているO!l'lグ等

であるが.ヲ健..の火災!llJj!においてはニれらが級初

に間風と'.る可能性もあろう.

(2) !l!:i'I子等の段射魚沼造車

実験の結果明らかに'.，たニと".電稼a、らの1tl

船敏.強度".電是まの表面で0.24曲caIJcmt，ee， 150 

・のJE.'こ2品、てO曲44calfcmlaecという値であ。

た.なお.二のデーターからIU.(t)と歓術無量

，Q)の関係を*めて且ると Q=O.2xQ.0527‘とα
る.

さて，その聞に繍子金入れた場合の減夜は平均

プロント郁子で田 8帰。側面倒子で18.496 合わ常

的予で68.796であ今た.

以上の納泉佐予備機般で測定Lた1tl41鮪h止と銅1曜

の関係に趨mして且ると次のようになる.
先づ.1"のオイルパy実験で". そのふらにお

9・a安喰糾 [希t崎}

竺回

目 jf

点火から11M寵続7tでの時舗を測定して.重油

の犠'程遠，.，を求めた.

イ 火後極度

，札k後I分.に，鮪1t>lt使用して総集面上3

ケ所の火災温度全掴定した.

。儀袋牧民
点火後i分Iaに火炎の高さ 傾きおよびその

長さを分度審等を利用して観測した.

~ 1tl射熱.

ける般大鑑がO.48calfcmlsecであるからニの健全と

り 安全のため議益事の患いフ回ソト破子の回.8仰

を怠考として計算して見ると O. 4032c8 1 /cm弘~と伝

机鶴子の伝い場合に比依してその距厳l'!!は'1同副

度と〈返る.

さらに. ."の第験結果から倹射して見るとその

最大値LJ.O. 9calJcm匂艇 であるから鏑予のそう入に

よ勺て 0. 7弱oÇa l /cmtsee となり。その嗣曙益，，~回

獲度と似る.

以上の結集から明らか'.ごと，1tl射納盆が噌加す

ると.m岨的には若干，その効燥が期待主れるとも
Jiえられる.しかしこの笹度では. ').血の場合ほ

とんど問題にする余地は信かろう.

6 予 6・実厳 2 

1 実績方記長

， 65 ) 

(1)燃焼実験(1)

ニの実験は。 1011聞のごと <lm'(1Xlm)のオイ

ルパγで重袖7似合処慢さぜ下記項目の欄定を行令

'ー'" 
ア鐙使速度

‘町
一

位..."倹ω (れ 叫

-f-? -?一一r--r
Fいよ山;仁↓
@‘ーCT..<P..-品4健司It1-，ザ&守.叫.. 

燃焼状況が， U'r:定常に伝勺たと認められる時

点(3分後〉から.オイルパ γ周聞の1tl射熱量全

繍射針で測定した.

(2) 鎗焼列強(2)

この:J!I貧はI拠検(1)のセヲトをそのま、使用ι剣
血Fすの位置へさ らに到底提測定曾."位ff15.4司標さ

16.8aIの円筒型金属候)UUII...その中へ水11

を入札そのZ高集貨か ら fI:~.c:火炎から受ける鮪量

t!固定した.使用ιた震袖はωdであり その他の



'1I n につt 、 て fJ~蜘ゆニ・じて樹定した.

(3) 継・堅実験(3)

ニの実験:J，j!:脚 ， )~スタールア ，プしたもので

荷2隠のごと (，0'のすイルパ"を使用ιて実箪
ιた.110.て傭定項目 I j~健蛾(1 )企肉惨であり . 住n

"各方イルパンに i()/Úr十袋剛~使用 l. /~.

(.) 絵隻実掴艇の

二 の:N:"' ! :.~町 2111のごと (， 実績(3)で"' ， ト Lr­

魚篭Mの位/11-、.実験(2，:・じて旗短調定曾濁を綬

IItL 火災からの魚貨を耳障めるための欄定~行。

た.制抑制似 合計""~使淵 し， その他の羽n

につL・ても実験{l).!;開憾に測定Lt~ . 

(，)健制"タ専の加然災験

二の突破I!，;JS3閣のごと〈 黛納金 '"の十イル

，; .，で健鍵さぜ，その周回日，使"タ Yタ. L PG 

$;.;'ベおよびタイヤを配隠して行なも・I その加鱒状

況を慣倒した.匂お"タこはがYυ--!'却1，1. 

PCボYベにI:rU陣寧Jfll.PG (lj\3~) 701 ~充
lIILた.

J'" .提 L l' tI '"創成

17.40 74.00 

筒3図 タγタ，ボンベータイヤの加'"実験

t， 4~ (，叶}

;t 4 '" .... ・ュ，

(1.(， .... ) 

宮崎 ，..1.

G:内 I円〉

I~ 

F内村主F叶 [-，J
"苛 t.-} }{ ~f 守"

2. JI峨組処および"11

(1)気象状況

実験当日のlUl状挺はMH健3ラとおりである.

.... 気象状況〈快晴》

Jl 向 1...;lml町
!o 事争 31 55E 1.7 

!3 時 32 55 、v 3.0 

15 時 33 SSW 6.6 

(，)偲鍵溜度

億繰返貨の:長駒鰍J!はuJH隆のとおりである.
( 66 ， 

注的 )'.ぺlH#品島e4+晶t品h邑サ吹川a今@i孝世k久卯g 長bゐよh時
(2) ，且7n.Ji"'* ;""'i.JdーR，，止
"1l1 11' III M t. 1:tJtt..t!.td 
併"f';へ時
Hι-1.' ~. ，，14. 

11 1 t.'，l w.，t.1ヲ
J4宮叫F守党{τ川t.河川 wo' ，~.) 
，(:'t i，1. 

的 1!1.-"ドコfτ，(，-f..・A
。)IH"'1 ~.: 

1. ~下りι R垂3・- ..;) IC_ ' 
p 

.、 7.綱同 /.民 "師、

宇 μ"、
1/."‘ ，、 1'-

ニの結果から明らかなごと 〈 オイル'‘ γlの場

合における怨俊速度は司~J匂3.58mmfminてあり .

の栂合U4.17mm/minであ，た.

しか也。その総使途度"風による膨.，多分ι受

けるというこξb明らかにな噌た.ニのニとはオイ

ル.1'l4oを使用Lた場合の絵健速度を鼠上と風下で

比flLて見ると白Jl下"鼠10'二Jt殺して2ffl担..，&

〈α.ているニとaらb明らかで.，る.322・司令イ
ルパ" の喝合の各燥機速度を比叡して且ても. 1I.

，..双ili.~に民還の膨腎t個当受けてレるnで"伝

いかと機定された.



11 '1債 総 鈍 逮 度

3 4 
実Illli} 1 2 5 

3 4 1 2 3 4 

億科《注の入. 吋 4 7 別 7 判 劉 2 2 1凹

響豪州 11'30.1 28' 00.' 15' 30 6' 10. "却'

-1 -，.;r-，..~ 2.~ 4...1 ....j 5.~ 3.2! 3." 5.13 

実験'"号" .の下段の留学は風上よりのオイルバ yの'"号

116.火炎損度
3健樹 1)(1111') 単位℃

時 間 調怠由測 内 ② 測点@

o 32 32 32 

30 秒 570 210 50 

l 分 718 260 60 

2 ， 6剖 S初 62 

3 ， ?ω 515 65 

4 . 740 510 75 

5 . ?却 320 75 

6 ， ?曲 335 80 

7 ， 765 310 m 

8 . 795 423 創

9 . '30 31' 72 

10 ， 790 310 69 

11 ， 162 423 国

12 . n5 375 10 

13 ' 72. 320 72 

l' 
， 775 320 87 

15 . 150 365 75 

16 162 395 79 

実験。:)(4m')
11'袋 火

(3) 火炎温度

火炎の民度は 長剛山‘ら(.にわた勺て測定υー
がその結集IJ.M6.7. 8および9哉のとおりであ

る.

117褒火 災 a極度
!J!験(2)(1rt1) 単位℃

.， h
T
T
 

0 

1分

l分羽砂 510 .30 35 

2 分 445 .50 40 

2分30砂 '10 39ll " 
3 分 ‘95 .10 45 

4 . '10 410 " 
s • S却 .65 47 

6 ， 宕伺 -∞ " 
7 . 応。 470 41 

8 ， 570 '40 .1 

9 . 550 580 40 

10 . 弱。 '40 40 

11 . S切 4ω " 
炎 i!I 度

単位℃

長旦品 |晶 1 (j)斗n| b le， b1b|品 @、 むl(j)・I(j)・
32 321 沼 I32' 32 32 32 32 321 321 32 

ぉ叫 捌 | 出 | " 1 ω i 出 国|醐 |瑚 1ω 6川却 1 210 

i分 国 1・∞ 70 四|出 袋泌

2・ 0
 
4
 

5
 
u
 

130 四I'鎗|四 1 国 ，'" 1 判 明 |却制



、¥風間 m 
時間、、_1 ~ 品 | 晶 I<D. I晶 I00， I <D. I晶 |晶 I<D， I晶|⑥
3 分 4切 405 国| 875 210 390 210 ! 7∞ | 380 250 
4 4お '3$ 7ω 400 225 7鈎 '20 250 75Q 350 270 

5 .35 145 135 .51 225 8岨 制 | 3" 730 '00 3ω 

6 . 465 S剖 130 回5 '50 215 780 750 350 ぉ。

8 . 475 375 160 765 395 225 750 制 | 3∞ | 7<0 '20 3岨
10 . 415 435 135 曲。 465 820 470 2回 | 7冊 '40 3相

12 . 4叩 .'凶 135 875 8冊 490 270 780 440 S∞ 

14 . 施。 4初 140 間 | 四 | 館。 4鉛 捌 | 250 190 

説場仰)<"....)
1191長 火 S毎 III 度

単位、c

両ぞき'1<D， <lJ， @。 由2 <lJ， (1)， <D. 品 | 晶 申. c!l. 00， 

o 33 33 33 33 33 

30 秒 2柑 240 鈎 制。 350 

l 分 420 4∞ 110 740 

2 ， 470 '20 鈎 7<0 410 

3 ， 500 410 75 7ω 4伺

4 ， 510 480 60 530 

s . ‘50 400 50 230 

6 ， 370 "。 切 2鈎 I110 

裂から明らか匂ごと<. 3測定点の也Jf順位"

各オイルA;..'とも阿保'.傾向金示して"り.①d喧

〈摘面上製回の<I-.*JD'.ft高で.⑤点哨l面上製回
のオイルパγふf;，)JiJ:ぴ⑤六〈袖iJUよ16;回のq1!A->

の順序とな?ている.

次に，オイルパパ“ olJの掲合の掛端fsについ

て，各オイルパ γとも 尚一の測克点似lt:~平絢

L オイルパ Yごとにその平均値~比依して見る

と，申nl.¥では，実験(坊の場合風土から倣えてm
2オイルパ γの温度 (809'C)が般商を示Lて釘り!

史跡}の場合は.!n4オイルパ yの温度仁721.6'e) 

が般商とな q ても‘る.しかし.⑥n点を比敏しτJL
ると実験(3~ (~)とも;n ， オイルパ γの温度が11高金

示しており!大{縦')でのべた勉鋒速度の順位に従勺

ていると撒定される.

{ゆ燃焼状況

総a眠状艇の観測結果は擁10;使および鵬11淡のと釘
りである.

(.. J 

ぉ | 33 33 33 33 

80 7ω 震訓。 50 曲。 i曲

80 730 380 7<10 

110 醐 | 4ω 1初 740 350 

1ω 650 4ω 1ω 7却 3曲

90 曲。 390 i∞ 7ω 

‘" 
82 制 | 掛 | 70 “。 370 

50 

筒10'"燃焼状挺
抜総(1)(1 rrI) 

33 

40 

170 

180 

150 

1初

90 

時間 |火災の旧 その他

初抄 t......2m 2.5m 26 

1分15~ 1. 5......2・3-3.5. 

2'曲' 1. 5......2・ 3-3.5・

2' 45" 1. 7-2' 3.5-4・ 12 

3' 30" 4・ 25 

3'却' 4・

" 00' 20 

"却' 3.5-4 • 12 

5' 30・ 1. 5-2' 3.吾ー4・

6' 10" 2・ 4.5' 30 

"却' 30 



時A休炎の商さ 火貨の畏さ 火鰍炎の主そ の 飽m m 

7∞ '.3 4.5 

1.50 '.3 4.5 大づき.い~ .~ 
あり

8.'" ，.シー'"
9∞ 
10∞ 需円
10.2(1 4.....4. ;; 7 

11.伺 2.....2.2 

12.羽 1.5-1.7 2.7-3 

13.∞ 1.7 2.5-3 火弱'〈刷'"、少るし

15.凹 3-' 

16.却 1.5-2 3-4 

18.却 1.5 2 

19.伺 1-1.3 1-1. 5 lmAJVほUほIと

Ml1. a _ tt. 況
:加制3)(4111')

5.5同
2.10 n 

3同 3 6 22 

3鈎 3.5 '.5 

4ω '.5 7 

4.30 '.5 '.5 !J/l，上から見

e ω ~5 7 

ι45 4 7 

1.20 4 7.5 

sω '.5 1.5 

9ω 3.5 7.5 

10∞ 7.5-8 

13.曲 1.1 5 

よiトI火=!E"-"5a番なEι少B風LLRI し-弱鎗1<.伺

15.ω 1II .. l'l雇

土品|火災叩ト衆の射 I ~.~ \ その他

;:1 群
表から明らか'"ごと<.火炎の高さは3回Mりのと
きが1-'固で.銭高と'".たのは?分織の2.3m

で..り。:JI-W")では2-4m， 般向"同じ(1分後

，)4 mで...た.次に火炎の傾eとJlさであるが
災掛りではa医大30度で火集長IJ4. 5mで".，t; 1/:， 
実験制]ではお度で火炎畏1:7.5mから8m'ニil!した.

同 t<射熱JI
t<射I!!¥aの測定組処11ml2.I副会よぴ14J警のとお
りである.以上の納援を片対歓グ，フにプ・，トと

して。~tl:.1剣量..因企作成してJl.る と U14 ， 5.6 お

よび?図のごと 〈なる.

M12. it .，織の状祝

実劃11

抽面上の
測位 定置・lのオEイEルAMy 計債の焼み乞FJEF

高さ(m) 【mv) .ec-り
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館13. a食射"の tt iほ

央制21

袖面上の
測位 定置司Iののオ距蝿イ鰻ル園パ〈よmy吻〉S十島の.み乞Fg告F

高~(m ) (m v) -関<-り

3 3 
o 00e03 2 7 

1 2 
‘ 1' 7 。0.5 。.16

4 3 0.02 

3 2 
4 

o0o 0a0110 6 3 7 
。 2 9 

1 13 
0.5 17 

6 3.' ooOg 3 
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I7 2 0 0016 0 s 
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3 2 3 3g s o o 002 

o l 5 o 0012 3 7 
15 

1.2 4 2 
2. ， 

o 0O010 2 5 2 1s 2 s 。
3 6 2 0o O03 1 4 4 

-測定位底

，，[風向

z凶
M14. lt射剣 の 状況

業劇場

袖舗上の 測定 十11の醍み民m-F雌閲より
高さ(m)位 E (m) (m v) aec-') 

4 .• ， 。
o
o 

。40
s 6 

1 2 8 。
0

。。
214

切
回

10 0 1 14 
O. ， '" 
3 11.5 。

0
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4 2 2 1i46 5 

o l 0.1:n回
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00m11
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u
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歯面上の 劃定 オイルパン!針語の民み巴?L告-F
のの'調u.関l<よmり) (m 、》高さ(m)位 霞 .~-η 
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o 
0129 
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• 4。 o田
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a甥政等図s
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'"図放射鮪量;.，

四一

--l ''' ~I怖も lH ー
‘“ 
d .， 

kふ 、、
Tうz'6. t 

..， ， 
tj，."...嗣'1・叫- 同 -

軍7園 事 l!: q，量線 (4ol) 

¥ 

¥ぐ:

制

ニれらの儲から明ら'伝ごと 〈ー そのl!:射煎量は

風下側で強い傾向を示しているがニのニと"...の彫

響による徳銀透度の差異などにもとづ〈 ものと他定

されよう.なお，捻鏡面1'"の風よと風下.比敏し
て比ると風下が風上の2倍以上とな勺ているが鎗

俊樹 ."の.台では2倦にも遺してい伝いニとがわ

かる.その理幽I!多分煙也どによる膨冒と考えられ

よう.

(6， 火炎からの受鮪.

湾J!.測定容器〈鱗劾*，3296>が火災から受けた

!!!.および平均火炎高等から火炎主体の自動畳を，，.

し重油，.，る計算した値と比依した納泉は"15磁"よ
ぴ続16J砲のとおりである.

""後 火炎Il./?のf!!IJt(1 rJ) 

測、定、結集 測定位雌 繍② 中4泊 中心上働⑥

燃焼時間{問。 50。
s 本 量(~)

l∞"1でにf遣"<す〉 207， 9 600 
る

議J!所要時間{同

遍位掛量xl!車| 3.437 0.625 
出 I主!'l;ec〉
長の高さ【但~ 320 

'" 

-d
h
 

制

ml85.92 

80 

32 脅ち n (k&) 
開惜倒置【Kcaり 31乃羽

穏健治剣(Kω1)I 2醐

箆:!)11 ;宵"曜の針J1Â<<1 を~1!:~

【71) 



M16ff: 火炎からの~.( 4 rrl】〈火災のa熱畳4おお8K個'"偲"のa魚屋日S鱒4KcaI)

計
測定位隠

部1オイルパy 招2オィ kA "/ 11¥3オイル..("/ 明"イルパγ

Il 
式
測定締果

組焼時間T(scc) 6岨 310 247 

両'"Jt石両 1 7司~咽叫~ 2801 7O<j ...j凶叫間

申|!ZE蒜;語詰まT 223.~ " 60 133.6: 203: 40 88.9: 148.4 25 83.6' 61.69 
I!lllll! J!ill!時間ば吋 ぉ417' 309 " 16 29c 241 182 

，. 165 185 
I!llおきまSGalleno 1.4司沼::0.6豆町・';5.3281.4250: 1.的ω;8.1250;3.65312.1969 "制帥，Io..11!話5.2404

火JI!の高さ H(伺〉 '" 310 ， .. I卯

@ 1議持活| 却2.曲 xl伊 357.4xl伊 432.93 x I()J 187.71xl伊

13臼蝿 1322謁 4回出

I 使用燃慢の | 2ゆ 20 20 m 

E 絵 料〈切)1 16 16 16 16 

格料提熱量 (Kcal) 16(ゅω 1“防個E 16αlOO 1政XゆO

W 1/i.l!帯熱 (Kuり 10剖
102‘ 1024 1024 

vl火E 炎IV【Kのc.総1)熱量 | 1由97. 158976 l話97. l詔976

② tJ=T-tl 

計算式由 1・=632.五言軍縮tEJ讐端城県f望調詰日可制

@ q=d製"
(j) f:耐品=国(守+EP+今 )+括〈晶一@・)({Il~同嗣. D:l嗣〉
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二の潔から明らかなごと〈その実験結果唱"一応

妥当性合仰，ていると被定される.

本拠噛" 火炎念館 1次発僧体であるという仮定

にbとづ$，火炎全体のI!!¥Jtと慾斜から直接計算L

たI!!\量を比鮫することによ 。てその絵鍵状況を~.lE

するとともに.火炎から加I!!¥.れる物体の受銭食事

に闘する問題UI備にすることを目的として行。た

bのである.

(7) 絡将タ ンタ等の加I!!¥

この羽噛錨~Um 18淡【状E史観樹〉および第1 91.:
〈褒面温度〉のとおりである.

第18.健 盲l!!物の穏健状況

築制5)

時間

分O砂

0.30 

タイヤ繍

(... )1)(発鍾

( 72 ) 



時間

0.35 

0.53 

1. 25 

2∞ 

13ω 

14.30 

17.00 

18ω 
19ω 
19.30 

>l倒れる

割高1911 タγタrf.:，;-ベのl'岡温度紋泌

時 間 | ガ "I~:';-~:';-' LP ポ γ ベ

。分0砂 33'(; 33'" 

30砂 520 針。

1 日。 420 

1.30 75. 舗。

2 8-10 "" 
3 81. ". 
4 8'" 

制'"

四

一
蜘
一
醐

s 

6 810 

状誕縦測‘句集によると。 m:';-ベの安全弁U2 }~53 

秒で作動しており， 4分35抄には調書蘭Itから'胃炎を

勉めた.その後 5分30~でm 8閣のごと〈ポyペは

務面ItのE対方向ヘロ"ト状と伝令て'It炎を飽け

ながら吹き無σ. その~!鰻l! rJ20m l.:aLf:. ニの

と e の袈薗極度は鍵~'(;であ .，f:.ニれはポンへの

俵裂では伝〈調度面1IのtI"であるポりヵーポネイト
が焼ぎれてそれからガスが明JIlLその燃焼と反動)J

によ ，て飛んだものである.

118図 ポyベの飛散状況

.，t‘'" 

野
性二 日二一

一，tr.‘ 

• U.."'，べ"..1...供時8手守
"i t' ~ 位向rJ_ ;t[地 s 号令

総U'-:';-'I!53砂で明氏t開始L，猛烈む勿τ慾

鍵し J<謝温度li30紗で 520'C~: I重しs分に"鋭"''(;
とな.，f:. 

タイヤは3()秒明から兜慢しは じめ2手快調ゐーは全渇

0・鐙慢を開始した.

7 予 備実酸 3

119図 タンク斜よぴボ yベの段射I加熱)!J'!

，- I r ，.、

~ 由
(川内) (.!;:べぬ)
'"句.，，'L "骨 7't

;U 効!主主 叫 判り、

A "1匂が性叫 . ，判畠n.~砂l

8除押 ，包'"

， I~"疋11叫 f '~I命 1. '11;/
l山副司止
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1 実峨方記長

(11 !s"/タおよびボンベの"術劇無実liI

二 n功績は司自 9 図のごと 〈 重刷阿~ 1~の槽で

燃焼さぜ， n動車用1'"タγタ"よぴポγベを 1m
の阪.で加備しその放況を観測した.

計測1':，彼加納f容のl1i1i臥11およびタ Yタ内温度

を州電"で測定し.ボンへの内a"動的被2十(-、 ，
F35kl/c:.J) を周いて測定した.

(2) タyタむよぴボγベの直線加I!!i

ーの実験UMIO置のごと 〈後!Ill!!il<を直線加納す

るもので.慾料および計測事"1ゆニ槻じて行勺た.

鰐10図 タγタ"よぴポゾベの直倍加費削

(JJ:tLa} 
"且刈主主

A.'判@
B 例年

(3) (1動車の伽蝕多量

'.f 仰I~

& J巳~
\~)削減1"-

二列強:験は.第11国のごと〈計闘して炎施した.

使用した乗用車はト，ベ，トタラウ γC日平』酌

で倦n，;.-タ内へはガソ1);.-10 Iを充てんした.絵
焼柵I:.IOJ(lOx 1 m)で，I極秘15岨 If: JfJ怠L，

n動車の加燃は 5m， 1 mおよび摘のふちとし各Ii

鯨IH司 自動車の加鮪実験

一『丁
」幽主主

I o.--&~，ー
γJFTSU剛
.・ 岬凶例
Z曲.-....-， .喝仇斗w

E 

愛

-・".i.t:例措
1¥，"(. '1:1伽

-，・

.. " 

組で10分院合計30分の加j絡を行勺た.

計測は，白動車の内外制度!槽の火災""tr:~ よぴ

"射然貨の慣定を行。た.

2 実鎗鎗呆および符震

11)気象状況
当日の気象状況は!Il20l慢のとおりである.

""0表 気象状況 42.8.15(水〉快晴

¥¥  M II a民 ilI 度 気 医 鼠 向 民 進

ー車工見
分 ℃ ，栃 mmlig mb ml舵 t

o 27.0 82 769.8 同部.2 NE 1.4.9 

s 27.5 曲 . . • 1.14 

10 ".0 78 . . . 1. 07 
集験1
10.臥刷的 15 27.5 . ' . ， 1.11 

20 ， 76 ， . E 。鈎

25 ".0 70 ， . 0.80 

30 27.5 72 ， . 
o 29.5 70 7帥 2 1025.5 SE 1.12 

5 ， . . . ， 0.88 
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¥¥、実・" 時 間 II 111 111 lf II 民 ト」風速
気包E 多少 ℃ 

'‘ 
mmHg mb m/開 C

10 30.0 68 7槌.8 1剛 8 I 5E 0.81 

:良識2 15 30.5 65 ， . • 1.11 11.却開始

20 30.0 . ， . E5 E 
o 32.0 日 7品。 1023.8 s 2.20 

s . . ， . 5E 1.43 

10 33.0 . 767.8 l【抱3.• 55E 2.23 

15 32.5 同 767.6 1023.5 5E 2.53 

勢湧‘3 20 33.0 . 767.5 1023.4 SSE 1銘13.醐鴫鮪

2s . ， . . s 2.23 

30 33.5 . 4・ . 5E 2.26 

s5 33.0 . ， ， . 2.26 
40 • ， . s 2." 

(，) タYタおよびポ γぺのI!<制加然

I!<射IIII!I実敏自主。凪の膨審もあり特別伝衰化..o:u.

められなか，た.ポγベの状視は;n12図のと釘り

で.14分拠砂その安傘弁は内匡肱4ka:fmlで作動し

たがその時の褒蘭温度は曲℃にとどま。た.

タソタもその爽面温度"1ω'¥:.1ミ粛で引火するに

いたらfJ.4-...た.
(3) タγタ必よぴ;f.:.-..(の・11奮加魚

篇l'歯 '" γベの1'<・t 加俗

陶

，. ~~ 

止
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止
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~--/ i宮、，

f
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4事ー-
，. e 

" 
.. 

( 75 ) 



タYタの抹況であ曇が.30砂で引火し 1分30砂で

l'編勉~" “"'" に遣 した. 二 の切から猛烈"憾携

をはじめ，内 ，~<<~ I O分で 1 70t:に遺した.し均

し.ニのことから， :/，内"ガソ"は10分頃には

ほとんξ絶え切。たものと処定される.

"'''咽'"，への直 隆飢餓

F・

5・" 代
1¥ " 

~ 

P' ~'， ...胸

..ー L・，
ト州@

• ， . ー一『・両網.. ， ' 
1114聞 ポ Y ペ の ・ ~t史認

電".・，.......

埠司直'" '"・ C...."7 ~ ，，，， 
" J#. 1 

1. ，，1. '"・，.，
r". 

，"，ベの，"JWMI3置のと針。であるが. 5分"

秒で安全弁。:作働L そのと$の炎画lUfuJ誕で
15O't 内lEU23.7kc/CIIIでb.， t~ . :t!:/へはその

的2分30砂経過した?分30砂で1I1Hたが. ニのと

~の浪商温度はおo't . 内配は 25k， 掴' で #，.，1一・
・Jl!の状i!Ilu~n4園のごと 〈 ポ yベの吹S飛んだiIi

."約1I.6rnに途しプロ ，，台はその唖Jl!lJで儀.. 

L20m四万に飛ぴ散，た.:f，:/ ~之の .. ，曜日".方向

に""・そのrflu4. sc- であ?安全貨の口 I~ ， ! 9_ 

であ。た.

(~ ) n勧別院の加島実験
自動車の卸m状棋は郊15園および綿16閣のとねり
である.図，.ら明らaαごとし鍵初の備の0・')5 m 
のiIi・における10分聞には"訓位置化がl.'lめら れ

伝か。た.U 白L.1 mにl./~tt(tI .t， I J. ..:/' t -，百

鉱山圏 内動車に対するか;);.0....の加熱

• 
日
市

4
白‘‘
白、
、

•• 
-.'.
 

，，
 

言

- - 00陶

""6園 ぞきU'''T/IUt

:
1
1伽 。

叫
ム'
勾

匂

M

J-

h
p

哨
，
 

ー一一同
分の凪度がlU鼻1....13分で醐 ℃に途1.../.:.二の

roi'lll分3s惨で右側の取舗が発火L.11分"砂 :u~ 

" タ内タ Yタのガソリ γにヲl火Lている.車内
の"'/ドルiJl分"1分 (0m)から:lJ，nι"分で
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8冊、C. 担分には厳衡のI050*cに遣した. 車内溢Il:
.0: 800'(;以上と伝令ていた時聞は約10分間である.

二の時間中..'Yパーの観賞は下降しておりその穫が
.高300'1:でほとんど製剤。℃以上金来していたニとお

よび皐高値度が備の火炎iII度以上であ勺たこと匂と

から値定して率内の可鐙絡が無限幽来伝い威力とな

ることを示Lているといえよう.

('1 帽の火袋111:
帽の火袋a度 !19~所の勘定を行。たが. f111温
度Wfm閣のごと〈 中央節分の袖面上紙同で13分鈎

砂副5'C. 同じ〈ふらで10分30妙に7l0'Cを示した.

全体としての偏向"風土側よ り風下"が命い値を示

していた.
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('1繍からの敏M魚島
lI<剣..1:，袖薗上。mおよび I.Srnのνぺんで

測定したがその鯖集は郊21費のとおりである.'" 

お.予備災1112のごと 〈このデーターから等鉄剣I!l

..園~作成して見ると ~18お よ び18 1 9111 の よ うに

伝る.

以上の納集から明らかなごと<.帽のふもで.瓜

上O血瓜例中央部で0.2，風下でO.l3tal/c:m句伎

であ.，1:.・4注お.タイヤおよび調巨体d:1 mのilI.で
受けた鱒盆は0.2およびO.28cal/cm・であ q たと舵
定される.
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8 箪 一 次実蛾

1. 11・...およびその配置

実績聾備と配置については.1$にJJ.瓜Jtl1r':J閣と〈返る

ので."目前から予値観測金行なq て万全を期した.

ニれらの松況u締20111のとおりである.

M21. 敏亀tl!lの状況

石F

の袖〈面高m上》さ
測定
ののオ風mイiル聞・パ〈よmνり〉

It留の11!み
《ackat射<m鮪，1量

位眠・ (mV) 情 t・')

10 O.叫"

s O.即 70

1 6 。創渇。

4 1.5 0.0120 

2 .• ， 。。ω2
10 2.0 0.01剖

2 
8 0.0176 
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2. II・1;記長

{リタ yタポyペの加給完治

ニの実験は予畑笑2・3に蟻じて行。たもので.そ
の状況は第21国および11122閣のとれりでゐる.

《沼〉
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今回"It射加~"よぴiIllI!加"と b タソタ釘よぴ

ボyぺt2本潟使用t. f~ ，6. 二れ I:~..を変えて受

験するためである.

伝Ji.If(;.;ペに支局ItLf:LPGI1自動車用のガ"

で予傭兜換"同じ〈その也氏11m3茨のとおりで

ある.

(2) 自動車鮮の火災笑酬。

斑輸の配眠状況は!l23園のと匁りで.繍員'mの
の仮血道路上に合計s台のn動車を2列に..岡原
婚をr~ t mとして低:隠した.・11"ソリ"1:重舗で
代用して2号車の下に 1附 Lかも ，..の砲開1二:.
mする bのとした.
自動車fflLP G rtt" γへは。 ， 停車の吻合I!険だ~

とし 5号取の相陽台"ト.， "'/，内とした.

計測は自動車内掲の~. ，.ドル110分と ''/'tiよぴ
ボyへの災副首温度とし.5号車のポγベ，-勺いては

内!EHlを樹定Lfこ.

実験に使用した n動取の傾倒~ 1 : :r.22~砲の と'"
である.

11(23図 自動車火時J1尚
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<lt) :t!:;-ベの''''傾調1.111>.6;P-15 ・a・P-40で
ある.

(3) (1動車併の火災:J!唱~l)

ニの災.1:，~蝋IIの終了慢そのセ . ，をそのま

まの状.で使mして行.;1:ーものである.議噛方広と
しては 倫遣の組物火災4れ仮血道路の両側に段慣

した摘。0)(1 m)の震油火災て代I¥lL.重油のE

1:)買舗の備へ15∞t筒側の備へ5∞nJl.(!'.した. な
お. 自動車と帽のiI!Ml.l~J5艇事とした.

3. ..綿製および肴霞

(1) 気象状況

突破き当日の気象状況は求23}(.1)!:..lJ.，てある.
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¥ 気曾 I 時 間鑓極温度集 El風 向恒杢
14験 j 分 ℃ 郷 znr~ - mb 「一一同示一
終了9ぉ1 15 1 31.0 1 “ I • 1 ・ NE I 1.46 

20 3U “1__' ~ ， 1 .い 13
25 31. 5 65 ， E 2∞ 
30 31.5 65 ， ， 

。 32.5 

“ 加 5 1 
1019.2 ESE 0.41 

実験2

釘側了始i950 s . a ， ， ' 1.86 
。.15

10 32.0 ， 7臼 4 1019.0 4・

。 34.0 62 加 2 1 55E 0.87 

5 . 同 . ， s 2.74 

10 33.5 62 . . 55E 2.36 
災級3

間終的了11.23 15 32.0 

“ • . 55、v 2.93 
11.48 

初 ， . . • . 2.74 
25 33.0 . ， . 55E 2. "' 

30 ， ， . ， ， 

。 33.0 

“ 
763.8 1018.4 55 、v 2.49 

5 ， . ， . . 2弱
災験4

開終始了1111248 3 10 
， ， 1018.2 . 3.21 

15 . ， . . . 3.34 
20 . ， ' . . 3.34 

一

(2) タンクおよびポソベの加熱

It射加織の状挺であるが タγタは35砂で2号に

引火.関秒で1停にも引火L猛烈な懲焼を開始 L

た.しかし，その後特別伝変化1HZめられず6分頃
から火"は次第に匁とろえてい今た.なお，衆国踊温

度11下郷より上面"高(， 1号の般向は上面で舗。

'(; (27分銅砂). 2号US25't(15分》であ。た.

ボ Yべの状ili!U:1分4StJo4停が液ililすから橡し〈

明長L.13分頃までその状況が使いた， 3号は14分
15抄に安全弁が作動C18分頃には火炎の高さが10m

位に也遣した.表面邑度と内匡の状況はlI!24閣のと

狗りも 31}の上面会:点火後間bな(200'(;まで上 ・ .
糾したがその後111∞℃位まで下降し12分明から 一-~向

.. 雪の下揮をのぞ~全録的に.企よ具した. そ L て

.."図 ポゾベのl'I:射加納
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この傾向はタ yタの鳩合と同じ〈土面温度が下flllIl þi ， 夜面計の鍵~ Iこよりその後11急造に下現して行

度より向 〈位。ている， ~聖書{uは 3 号の上面で q た.

690't(181'}鈎砂川ニ適したが4'予では5曲、C(19分.， n綾加舶の稼況は ~ y，の・合.50砂で14}が

砂〉であ令"・その内庄は2分後6k&:/c-1t示した l分初秒で2号が引火し像し 〈健機する.11高値lf

〈剖〉



は2!tの下衝で以測()'C， (5分》上扇U u670"C02

分〉に建l. ，号でU上画面a・780't:C1S:分〉下館で

対栂"c(14分〉を示Lた.今回の‘合6分頃でそれ

まで訓刷、。た下III温度と鑑か。史上面温度がZ>:El

ているがその理曳"明らかで弘、、

ポ:..-~の状況 !， 3号が3分?砂.4ftIJ、4分2

砂で・u慢し 5分頃にaけて湯舟寸耐の紋誕を昼し
てa院し〈燈獲し.，号の火災は8分30秒には，mに
b途ιf:.~健iIi沼度と内医の状悦I J.M2事国同とおり

..，>61)ォモ y への面目提伽蝕
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であるが。よ面温度の11高113ttで440"C(8分"

砂). .母では190"C(5分鈎砂〉 下郎温度の11'遣

は 3-I"}で11625"C(7分30砂J..号では“心'C(l3分

"秒》であ句た..号の内庇'"分40秒でお 5t，:/

~"ニ進したがそのときの上面組./111 140'tにすt'

なか..，f;.なS否定てん置の援による・'""uUにEめ
られなか勺た.

(3) 0..'干の!<災~I)
状割程樋測によると点火後踊b勾<l慢の高さIJ."-

7 m，:遭L ，停車'"分40秒でがγIJ.，.， ，. ~に
着火I その後全面間::1\鍵を開始 し 7 分~1:I1Hrん

ど全処したものとII!められと.111度の状況uln26国

.. お園自動車野 火災
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のと1<'であるがその上昇u・めて急訟で".・ 5
分で車内'・νドル億分の温度11970"Cに遣した.そ
の特徴としては予備実臨ニ鳳似Lており 4伽 咋 随

分の附車内111度u8OO'tで， "/，の裂面温llN!え

その絡が11高300'0に遣していた点である. ，号寧

'"分10砂輔の11分"鐙漢を鮒め沼健の安全弁が作

動した.しかし.その表面iIl!rlJ.90"Cに止oた. ， 

号車U鋸のため扶況不明白4号車'"分頃後1Il'イ

1" IJ;~火し 1・分頃ð'~!・ l< 慾鍵した.タンタlIIll

1!29分上両Ud:S抑'0'示した.

S号車"，分叩秒前本舗が鐙鍵L.19分頃に俗る

と車内も11し〈総鍵し絡めた.制賓と内医の紋況u

首127悶のと1<りであるが，車内温度u18分頃から急

上6干し均分で似初、C."分で般向の990'0金示した.

しかし，がyベの袋薗UI.:.28分領までは初、Cにす

I!ずその後Il:lI'!に上昇したが。 33分の前火当時で
:
t、
"
 
"27園自動取野火 災

.， ヘ'，.，l l h H・，.. 岨 ''''1
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'50'0鑑賞であ勺た.
以ょの館果，号車から他の(1働車へ延焼した時

聞をまとめて見ると 1号車へ2分10ftで.!t・へ8

分 5停車へは7分鈎秒であ，た二とがわかる.

(.) 白動車騨の火災実織

この1噛"。凋l(')を開始後33分の際Tとともに
罰火t..fJ 1 時間後にそのま、の~錨で開始した b

のである.策検朗勉と岡玲にJ!舗の憎へ点火し13分

後西側の緬へb点火t./:.点火後30砂でS慢のおさは

15mに也漫l. .分30秒 ，.予測院の政側""yべの安

全弁"作動し。橡しいサ【ジγ'Ulし伝がらIll.!
"~で総録する. ，分3。砂.酉偏ポγベの'J11e弁も

作動し。 9分頃には両方とも燭発寸前の状a・と生る.
ポyペの災面IIlltl!8分嘆から急上界l.'分で6冊
'C. 12分には東側の上面温度が制0'0. 下郎OllI/):

醐℃を示しf，・2号*1.1業組1)で企鍵し特別の毛皮

況はEめられ伝a・.た. ，!t・"日砂煩から援し 〈
髭鍵しタYタ夜面温度も 2分頃からE上昇l.日分

( 81 ) 



上国副度は認。℃に途した.4号車U温度の状況か

ら見る限り決験(1)の侠了後bなかなか下降せずI 実

験開験当時も 150'Cを示していた. Lh. L.すでに

全焼したものとEめられ，その後1100~!:"受けなが

らも次涜に下院して行勺た 5号取(dl!験(1)でその

Uとんど念燥したtのとEめられ也度および内医と

も郷28園のごと〈特別な変化は盟められなか。た.
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9 第二次実験

1. a 要

m-次決験で行令た白動車群の火災務験は，再E傾お
よび台数も限定されたもので療被物品<31'考怠外とし

た極めて筆礎的なbのであうた.今回企画した忍二次

~食は 自動旗台数の期加に加え耳修復"よぴ民依物!fl.

等も多様化し理由ニ予怨される口動車訴を忽促して実

施しfものである.

2 実験段0・および"'.
実験揚は.m一次災般に鱗じて配置したがl 直後災

郷田図 :M~促 III

-

-
止

'
M
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|ι 
，ι 

験に関係する叡備の状況は沼田図のとJil'である.
図から切らかなごと〈。片側3車線の仮想近路上

に 合計15台の各組，.，勧車合配置し.衝晩期:::. n動
車群の先頭部分左側鈎mの位置に懲備LI:・
実験に使用した自動車の償測鉛よぴ前震物，¥1.'"の状

況は第"衰のと必りである.
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12t・弱P。a田のI3E5本号は安全弁に石膏をつめ

4.のた刊間ものの【慣位〉置は第2柵上3個 7号B号



Ifl. 名 1111

15 I ~. ベ v 川長

可三ア寸，

途企νit初日物
m I 4.3x1.61 47(25)1 I 

5. !'~の位置は都 3 欄』ニX回 8号 9母
の潤〈慣〉
6 拘の位訟は!>111t1のふら 7~12f} 
の絹〈立〉
7. ...のItt.U締6僧上3【岡5号10'予
のF目立》

斗ど竺51

3. ..方塗
( 11遠慮実践

.t!JI!A!SlfJ:， 1 5台が配置されている白動車昨の~

mで行q た.災‘aJIl自動調院はその中の12号厳〈大型
，:;りで..*~包ftu ， 52名であるが実爆に'降客c

Lて1鍵験に$加した安肉"ω名である.
ヲl!lAU2闘賞指すること、 Ll1J1聞はlI!;.lロだけ
金使/IIt..M2回は'帳簿ロと非常口の両方を使用す

る:必織としニの.合l!!1I口の週割問?主要民の判断にま

かttl;.計調1.1)1.t "プ今日チにより。"凪孤"

から1 全員が， n動車"の省側5mの(>1'1に集合す
るまでの所要時間金計る二ととιた.
(21 向動車"の火災実.

ア泌さt~r~出よぴ鐙"，ンタの~誕

問綱洩灯油

.a~l!'.定 LI.ニ灯油112 似1()/とし . M'咽の
ごと〈自動車訴の下に綱，tニ備の中へ. }.!I1i闘

に比例Ct・H.あらかじめ注入してMいた.

館お国 ~嶋初よぴlI:射勉測定状i見

ま-

開鐙Jt~:I' ~ 

'" 

一同

包.. 
tr 

各n1l¥.のタ Yタ内総"はすべて灯油で代周
C.実状に合わぜるため平陶30It克減して実

験する二とと した.以上の綾況は:11"裂のと必

りである.

ィ 1111食物品
伺 LPG.tf{:-，ベ

111・1.'"として使周Ct.ニLPGztI":/べは，ー

8. Ttの位置は :115憎上31依温4母9
号の間仁之〉
9. 1，の位院1J.m:3僧上8号と12母の
「副引

般用のもので白 50Q(p-田) . j院とIO!q;(P 

-10) "本の1t7本含使用C.究環したlPG
は3号プ回パνである.'.札二のポyベのう

ち。切切2本企 IOkr2本の安全弁"内包へ石膏

を充てんし作11\不能の抹鼠で".した.ポ~.、

の積・位置その他のさ食況u;nul警のおとりであ
る.

附 その他の自慢般物

その他のIII般物にLて11. ド，ム石油缶、
7ースプレーおよび木宅金拠JHLf;. t:'~ ムは

s本で灯舗を充てんし 石仙fnLt5本で;..;;全に
際対された&の.使mした.ヘアースプνーは
お本でウ注目'ーペースのlt虫剤であり 木司自

は合計74k，tU，.の〆γポーんにつめたものe
~ß(した.

以上の~斑は謂"宮崎のとお 9 である.

ヲ 衝安および，.'.1;火方法

・街喫s(f1動車のけん引方法はロープ.健s(C. 

nl防司区"をへIfてた反対"でn鋤献によりけん引
する方益金 Lた.柑洩!f納への篇火ア'Ji!;L!，点火

周ヌ"'J!1:/Slt傷に入れて噂備し.衝漢のi1111捕
の中へ散布L 衝突による衝・火IEによ q て引火
さぜる方法H~みるニ &ξ l./~.0;， 引火しない場

合の対策として電気絶火狼医金調n・した.
品計樹および方法

問温度釘よぴ底力の測定

温度"ょぴ肉医の測定は。 ts31闘のご企〈合

計16""野に I!!\"'tt~ヒヲトしてその温度!'. ZtI" 
Yぺの内庇11TJ (16)に動的還計(-、，ド'50，/

m') を ~ . >してその底力上昇を制定した.

帥 2食・11.1.の測定
自動車"からの敏射魚屋lJ.lJlSO国のごと<.

その右側，.所の民上側20m狗よぴ底下傭30m

の位思に幅射針を固定して測定Lた.

.. .・結集

帥気象紋混

実践当日の'''1状況はおお必のとおりであった.

(83) 



山富量.句ヨr:;.べ匂金骨

.."図 III 度測定点
車転川P

'年 刻 気制 i!il度 向 民 i!l 111 員量
信 Je 

降争 ~; ℃ タ場 mmHj.C m/眠

9.40 11.0 60 774.4 NNE 1. 92 10 脚夫総1

. ' a 1. 97 . 
却 12.0 50 774.2 NE 1.00 . |開鳩2
. 774.0 NNE 2.67 ， 

d!島原彰

..，ー"''''

M25J提 気

一円
NE 

773.6 I N 
-一寸つ5

1; 

~i 
ぉ I12.0 
30 

s; 

IH: 

自匝 総 F延

2.72 

308 . n動車鮮:M騎
3.20 

2.83 

2鈎

773.8 I NNE 
I NE 

3.27 

， ， ， 

(2) 忍惣実験

選鋒iこ要 Lf.一時r.. ，IJ， m 1回b:S4秒であ札it!2
自治 20秒で;'0た.伝H.I;s 2聞の時翼民&:1!:"{:差別
した信が20名であり，~常口.使mLた/';が281陥で

あうた.

抗2回の所憂附聞が. ~Jl圏の ‘/.以下であ今丘

二と(!， 1'1動箪の配置波探から見てJlJ毒闘を使mす
る場合はn動車鮮の中を遭遇v，ければ伝らないの
でその陣符じよ勾て時聞が券常にa、今たためと

3∞ 

被定される.さt，1:.~n52ßに対し481白という般

客の状懲では符に混絡しているとは考えられずl 実

際の場合にはこの他にも吟人とか子供.，どが当燃策

寧しているともJPえられ.危機場面という心砲ょの
問題も無制i来U ‘ので。ニの製度刑判"ではとう

てい超短するニとは不可能伝場合もあり。相当伝!!

&.来すであろう.

{訪日働率野の火災:J.!滋

ア 優 要

〈制 》



実験は.11.05分に開始した. 11・後，衝突刻

O..b:.自動2・nに衝突L目その笥のe侠遜度
".鈎50""で"弔た. L'・L. 衝突と問時に
幽火し伝か。止ので衝突8・"砂It.電匁荷火鍛

置によ。て点火 Lt~.

全部の憎ヘ延焼したのは。鋲"分である.

各舗の温度であるが.出火加:遣い所でU. 2 

I~策から阜葱によtlL怖の.13停車に 11・Rιた石

ilH時の海面温度は6分で1.2咽℃に迎ιスタール
..ーハー〈樹定限界1.Z∞'C) Lt:・

LPGIti，ベIJ. 1 分15~. ." 00同〉の安全
jU:作動し 3分13砂lニ...弁が吹き飛んでい

る.3分32紗になるとP.(SOk&:)が.af.lf，.(吸災
と共に1lV1に燭発した.

バ~の状況U. 1分15秒!濯伝台付近にJ汗火
し.2分25紗には.企体に火./):.11'1.6分には

司区内の11衛目限度が970'Cに途Lた.

l!:射費自民"分喫.30m (鼠下側》の位訟で"

0.07ぉ“l/cm!sec(2.SIOKcal/m耐に途L. 20 
m 【風上健】の位置では銭高のO叫8clll/catsc-c

【17犯KcalJm'b)t i示 ι スター.....*-~、 -Lた.

以上の結果抱どから見て 全体の向動車が.1'<

'堅金開治した時刻...点火後11分包皮でUなt、0・

t措定された.

イ 延焼状説

自動車野火災の状波観測鮒mu.;"261慢のと狗
りであるがその鮪果tl!理してJLると次の際にな

111お辺健 毛皮況観欄結果

土主] 右え 民

日 |災醐崎山間衝鯛輔けん引開始

11 衝突

"発火

24 I 2 i}:・・n.. に活火. !是認に煩b1rlれる

43 I m 1細企画 こ者火
1. 3 1M2幅二審火

15 I 12号車遺伝台に翁火

401;'''軍全面に融帽I"'L・四川時
切 11時間晴子破損肝献し

2.10 沼 311主面に締出

25 112号全体二火が旭る7'"駆上1..I1炎上
50 IT噴出し始める

313 拘の~i:弁号~UU;:

( 85 ) 

ii! 

E面""玉歪冨百甫Z盲

a叶3停車ヘアースプν一徹克也ん
24 115号車こ8火

4お "号噂炎上級.l1li

s 5 1.，，3:発防殺し 〈噴炎安全弁飛び散る
お '，.，隆含姶抽る

関 '>IJI発日号車上のT胡炎

6.50115号車企画 t:>!

?42 パ:，q愛車偏ti・・n・J!
851附車よ悩純明師以上方鎚m位〉
10 ! p，脅を立てて町肉食

9.2S I T 識し〈炎上す

お P.安全弁巡畿的に作動

10.却 7号車上舗質物識し〈長上

11.曲 東る方150m位で11101硬い鰻度の11射勲受げ

13.初 P*p，安全弁からの明擬止む

15.伺 州る万回mf.立で面iilやける直のE司ll!!¥を吾け

" 
12 ~}車鈍損崩壊15り車炎上.11盛朗

16.30 T.. T:捕し〈炎上

17.40 6号車前週連ie台まで括提中

".仰 u....定常犠弘典杭埠発事止む

る.

開柵への延鍵状況

;n，憎は...惨で全孤がal慌し.;n 2柳...
l 分，~. 1113憎11.2分10砂と"0ている.

il!'繍以下は.I孟烈な火災と優にa玄たげら
れ.姐1111園周と伝。たが.写真等から且て，全

休日延鍵したのは 3 分切でIJf，.(~・8・&他~さ

れた.

同自鋤皐への渥*

2号取の前:1<1こ溜火したのが.24砂'.12号車

の遅伝台が分158'，・7号.b1.rJ2 分と蝿~
される.その後3分50妙には.ほとんどの取が

‘んに鐙援する訣況が観測された.二のζとか

ら歓分震度で.風土に位也ιた自動車の附izt
!lL始んどの自動寧が完全に億.lU:t(mたもの
と措定された.



")献の般歳ポゾベp，の安全1rf-"度1:.制3包
"のため11111司、飽と匂令た.
a 守司院の1 水色中心iY.ltIH~'J3:?閣のごと < 6 

多"視からよ舛 C~Iめ. 19分に .90'C と広司た.

ん-
一川/‘
¥

ベf
j
J/rz

一

自動車火災沼崎曲線

』ノ

1132図

f 

同

l岡

"τ 

9停車は 5分後3OO'CIこ信号たがその後l:!

遣に下Eーして行，1ー・

10砂4院のダγボール中心志11.6分頃fj.t.!:!. 

よtn.7分には1.2師℃をI!!えた.
11り*I!1 分で l 筑栂℃を結えたが IS~~1二は

6∞℃まで下蒔し その後跨ぴ上"し 16~UO抄

で1.2ω℃金峰えた.
12時事 I.Hí~32闘のーと< 27:戸須から上11.C. 

61~1 ニは 鉛O'C に速しその後ε平下律したが栴

びよ5干し 13~~30ij川こは I 050"Cに速した.

t:JtH障の石附nrJli伺1.1. 3分'"砂からニ・ょ舛

五• . ，・J

同 bl純物等の波茂
t分15抄拘の安全弁が作働.2分剖砂.T，より

閉館虎 3分15砂防の安全弁.'吹e飛ぶ 3分"
Itlニは1'，が偶発Lその"で7号車《トラ y 1) 

の俊芯偏肢が上司~r:J30m飛び上がる. 4分10妙

にえよるとへ守ースプレーが燭宛を凶め 5分5

秒でp，lIt量発C.5分25秒1':U 1'， {.噴炎 C. 5 

分50妙にP..唖発してもーる.

。1十慣
例温度の状況

l号車UIUJ30秒で IOO'c~朱し その後E
速に上昇C12分で位。'c.16分3()秒で770"Cの陵

高!lI唆に迎した.

2~*は 4 分'3()秒で 73() 'Cとα。たが.その
伶l主た'・した変化fj:fJ. < 16，UO蜘ニ8同℃とα
。たのむはI 下降してfI'..，た.

3り取の.tl術鑑!fl:'"分で420'C. 9分'"
砂には670'eのItA温度μ，j! ι たが 16t~に'"曲

℃とその後次!'sIニ下降LてH.，た.

4号車U. 5分切か，;1:)干'l1li・eιa分30秒
で10s0'tじ途したが.10分30砂1二670'<:まて下

降C.その後再び上舟L 随分::10舗'C>示し

た.

5号車は ?分.3Of:珍から且 k舛し. lU~I': 

¥.ooo'C金示Lた.
6号車のダンボール中心1llif1J.. 6分頃から

"，;nに上fIし げかこ以議拘℃と"令た.

関11 gほええ'健信館お2

叫 均気

(.. ) 



L6分には12叩℃を組えた.

1 4~同1: ， 9分'308'tI.C，i"J.J:舛し II分に"

12曲℃を@えた.

15号耳障IJ.. "分頃から上保し始め 9分で

12制'(;.こ遣しそのままの総況で鍵修した.

4犬現恨測および岨度の右末現..ら延健状況園舎
作成したがその様況は招33閣のとおりである.

同 LPGポYベ (p.)のtt駕
p.の内au."分頃から』ニ"を開納し.7j子
30秒 (320'C)で段高の 241q!Clll':..i!! L t:.こ
の鵠点て安全弁.'作動 L.10分sc砂221q/Cllf
(3.lO'C) I こま で 5 -6 匂I~'の惚巾ではげしt 、

ザージング."二したのも急速に下院し.1271 

で鋤んど OL二匂。た<証お般術表面温度は17分

でお0'(;に遣したが内IElOka:/OI'以上の両事こ釘

付る表面atrの11衡は430'(;【9分〉で11...，1:.・
以上の波堤c:tlJ:32および"閣のとおゆであ

る.

1<"図 ボンベ【P.)の1ia状況

U， ~ I 

U¥  

w山おら品、みみ 4・h伽.~ u 

ゥ li<411MJの状況

A点〈風上側20m)の状況は. 2分'30砂には

0. 0:臨.1 1~m'tetI二途L 変動を鍍.:t'/.T'らb

Iol専に向かい 5分頃にはO.048cal/cm'aec:の厳

粛に速し9分頃からは次第に下院し て行な。

1;. 

B点〈風下側30m)IJ.. 2分20砂に は0.057

c:alfcm'aecと《より 3分す"い令たんo削除'l!.ll
，m包<<まで下今たが4分には再び0.072<:.11

，m、艇に違ιスタールオー，、ーの状況と生り.
m分後2で銀いた.泊分に一時0制4<・Icm1 

臨まで下降したが 23分には再びO街7剖/

，m、el"i:.LI.:.
臥Jヒの状況11l'sぉ罰のと"りである.
人聞の飲射魚.に対する安全縄限界UO.O訂

ω1"問、伐といわれているので. 二の寝度の

火災鹿慢では.風土・位。皿までU安全である

が 11.下側鈎mの位阪で1:. 2分以後23分頃ま

では危険tあると担められる.

同

‘，r--tr'sa 

d

，
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3
2
2
3
2
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徳お図 li<射~ ，. ，ヲ

MFTJJJJR 
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~ !II・R厄五貨物品
ア LPGttf，.ベの燭発4支配

災験に使用したポ yペはS十7本であり二のう

ち4本 (50匂. 10匂とも 2本〉の安全弁は。内

部。ニ石備会つめて加備した.

a・借したポνベはs本であるが. 2本(SOq)
は安全弁に石"をつめ た bのであり飽の1本

(JOq)はI 安全升〈ロ119-)に工作したd

yべでは告か.，t:.母売した回..'"ンペは2本

とも拠ittに告，ており 10匂ポνベはかたの'"
分で上下"完全に分割Lて釘札その威力のι
のすごさを赤Lていた.L.・L 物質迎方へ飛
散したものは匁<.P，の土tl!tI.ltJ3m， P，I.!rE 

の侮分をIH て12号【~:^)の下へAl11込んで

いた製E置であ。 r，・伝I~. ..;.:，べでUないが多

分P，の価発によるものと考えられる 7 ~.(;

，争サY ト"， ，)の後傷個阪が上空30m!で

飛ぴ上がり岡町令酋;1mの位置まで吹t飛んだの
は健闘に値する衷..といえよう.その他のポY

ベも鋼需ニそしIJ/J.令たが安全弁に右曹を充

てんしたιのほ。安全弁自体がポy.、本体から
厳脱したものとか安全弁が完全に網島'解してし

ま。ているものなどいづれも m然総認のeび
しさを示していた.

同その健の危険物品

ド，ムI お柏'"はそのrtてが上."..開口して
いるが特別扱しい場建~Æーした状況は毘めら

れず 拠験鰐7慢の調までも拠鋤Lた俗伝駒跡

は担められ匁か，rニ.ドラムは使用 Lt:.tのが
相当省〈偉度的!こも問題があ勺たために飛散L

〈よか qたとも指定される. Ld. L. 施。mLJ!t

蝕した実検例があるので充分''''..が..，寮でみ

ろう.

司令ースプνーも小型ながら，田-80mf立は

飛散した事例もあり 燭売によ。て鋭利な砂4え

を匁る栂台も多'..T，.であなど。.い危1111金を伶

【8"



。て，.るとL、えよう.

10 実峨鎗果および考寝からの僧a・
1. '"胎車の可織物

ー俊民 自動車の可縫物と腿められる物問の宛火111

.1.1， 6剖'0""'"であり.その総てに鎗焼のu性が
あるニとも，明らかに"0た.Lかし火災等の織
合。問踊と仕るのは。自動車全体に占める町総鈎の.

であろう.

自動綱区の:t憂材料は一般的l二。定員比で金属材料が

民酎..!専念鼠材"が約調仰であるとも、われる.ニの

ニと11.'J、霊安m事 C薗虚)，各よぴ大型鰻周窓《外国
..図 F アセダ~)の主要純純比からJI.ても1<ヨずる値

である.

LかL 現実に俊胤されている自動車1.1， l!.料金は

じめ.予備タイヤその他の可燃物もiII・Rしているの
で総..の30.・111:可絵絡であると織定されよ

う.

L>‘..自動車...その程量化加工食および盆a
上.の賀舗から。銀近は特にプ""'~...タの使用.，噌
加 Lてお9 震にボデ-~l :'使1ft t./~鼠作司~..，る程

で，プ"jI.+.，タの中には不信佳の也のbあるが全体

としてU今後とも可怨色村"が噌加する傾向にあると

いえよう.

2 鎗射"'.

(1)火災の安定度

総量際商lof，4oiおよび10'"のIUI魚盤企比叡Lて

且ると ...の楊合が他に比依してa医大に"0てもる
ニとがわかる.その理由であるが。総量廃する火長に

住"して比ると.総鋭国債の形と火災のmに一定の
関係があり.火災の形がほぼ安定Lた一つの山形を

形成する余件は.総銭面の.，と慣の比".大体 1'1 
3で.限界となoて"・').それ以<1こ似ると火S慢の
形は券常ぞ混乱れを生じ その上辺がのこ~り状に切

れて〈る傾向が毘められた. 製.'"のと二，，~鶴岡放

も少〈今後の研究集麹であるが火災の安定した~II

はまたその充実している紋皐とも吟えられるので4

4のl't4!鈍.b:般大とな。たの"二の辺の・mによ
るのでは'.いかと権定される.

ニのことはまた予樋実験2 に必いて実験Lた，

火災からの受勉盆針勇結集とも付合すると二ろが.，

る.

(，)火袋の摩さによる".

ガ3民体からの.at:.t~ ，;ドルギー...その健鯛だけで

なし分IE. "，民擁の有鋤啄~.ガスのU.'ニ関
係するといわれる.ニの r ll~繍の11録原さ j とい

う点に陀目して .'"と10'"の両方について検射して

〈匝》

昆たが.その勉瓜1':'Jf.われなt...，1:.・す'.わら."
の場合U. <1 mのiiIに必ける街渇到J~ lI・ 1m であ

り 1mの衝における #鋤!I-~ は 'mで"るから.

上Ji!の理刷によると 1 闘の面に釘ける歓射~..o : 4

mの副固に狗けるそれより大~ <伝ら伝"れl!f.lらu
いが.備li!納集1:4mの薗における歓.，州量が峰大

とな。て狗り.10"の.合も開蛾伝結集で1>0た.
(3) 安全限界受俄盆

t~艇に"する安全版界受然... 厳罰則土F>・兜

によると.#炭火"の.11，使館触を予訓ずる喝合. 1 

傑火災(8分》で.l7iおよび中古僚が7OOOKcal/m'h

(0.1剥cal!cm'，蛇).大省飯畑孝1I< ;;)が4000

k伺l/mfh<0.111伺 Ifcm匂:c) であり守大火災 (22

分3でU，J時狗よぴ'1'占仮が 4000KωI/m2h(0.11 1 

cal/cmlsec)大.!i阪が25∞KcalJmlh(0.069clllfcm2 
~，)であるといわれる.

まt:.，人闘のそれはI 自民悶，司監井両博士のIlf覚に

よるとi 火災民i!iilL止絹合U. 3UOK0I1/mlh 

ω併褐cal/a.'wc) で2砂から6妙であるが。 何ら
かの方法で'Hまもる工夫をすれば1/蝉柵:品〈
なるので.その鎌...ヨ)OKca1jm2h (O.OSkaJ/cm' 

~) であるといわれる.

以ょのデーターを結.と Lて，災険制*....，!t射線

..ら各継縫製院に対する安全1'.を求めるとu!27
衰のごと〈匁る.

.."表制問釦ニ対する'T:.'I':.I!.彊

lmz叫 10' '" 100' 
人 MI 0.057 7.3m 7.2m 

修 llil O.儲9 ι5m 

ー仮に肱射U<Q)と際蹴(1)の関係uQ=kr'で

漢わされるので 二の式を用いて針j):L.測定舗と

比較して定のた.，旨必 各弱からの敏射然.は.1Il

向等によ 司て異なるがI 安全性を考慮Lてそのa医大
値をと，て齢嫁した.

さらに白tI!二次災肢の際の火薗に対する安全性で

あるが.m3S聞から明らかなごと 〈風土偏羽mの位

置では安全であるが.風下側30mの位障では 点火

から2分までと 22分以民でなければ危険である.

大たんt"t(;JJであるが風上側と風下0・におげる
安企町"t指定Lてみると，風上儒20mの11<議1t<射
""盤U，t!}().0.&2c:aI/cmlsec (5 -9分】で廊1.0
mの舗を各実IA銘果から後li!Lて目 15. Ocal/cmlsec 

と仮定すれば.

Q=kr'lこ二れらの値を代入する二とにより.ニの



火災の風土"に狗ける-1隆夫は，

Q叫 sxO.7‘6‘となる.この骨二O.069calfcmltee

C修tm Q)およびO.057ca1/ontse<: (人r.ll){Q)を代人

して安全11.<t)を*めるとI を多優で1&'皿
人間の‘合で19.0mと似る.

次に風下側30mではe衛政射微量が不明で"る
が 風土即0聞の鏑および各実験餓身長a‘.権定して
その値~O.3cll/cmlte吋仮定し Omの鱒"風上

"の場合と問慢として針翼すると風下側における一

般弐と LてQ-ISxO.878もが成立するので肉慢にし

て針覧して且ると修阪で4 1. 3m人間の場合 tJ~ 42 .8m 

となる.

勿治以上のヂーターには問題も，.~}，二あると思わ

れるが.-Ie;のr.身Ijlllaと安全距厳に闘する円安に

なる bのと健定されよう.

3_ B路軍用勉料タンク
絵"，，，，I1W8の11鱒だけでも 30l N~から 3ωd

uまであり目さらに福助タ Yタを待。ている自動別院
はタ."， 1 A5の嘗ZU;25似で合計筑剛氏狗よぷむのb

"る.しかも曾鶴自体IJ.n別名広告島度金持今ているとは
考えられ匂いのでト，." lfに見られる露出還のもの

"衝突等の場合側当"危鎗があると"えられる.さら

に給諭ロの陽造狗よぴ付属ゴムパイプ'"火災に臨し

てU大~fJ弱点と伐る恐れがある.7lYlからも早いも

の'>1皇制加納(1m)で患火俊50秒，直後加魚では30

抄"11:で引火Lている.

しかし，これらの蝋llUW発危険という点からU特

別信事怖が却制9ポyベ相こ比駁すればむしろ安全

性a鳴いともいえよう.突破に釘いても忽料， .."に

釧い鑓抱擁象U邑ぬられ匁か。た.

次にタ y夕刊体の問睡で"な、.，・ 内部のガ..，，:.-

."はその伺:fllo側当"危険金持qていることで"る.
・~-Ì でにその液体としての鑑と鍵ü1f7- f.容としての

E量的信関係金紋lHて』もるとが γリγζの回帰溜分"

田't-舗℃であるからへプタγ(C，H11) ~どとり比慢

を0.7. 燃銀臨凶 ~'I唱n仰の 4婦と L て成算すると "

のがγリν【縦!I:)11~1ニ 39鈴J の可燃性鎚合ガスと

はる. L. /H，~起集に対するが~比I!は 3倍から ‘ 傍で

"るか.低所含Il動ずる性慣があり自動車内体が清火

a闘を多分に縛令ていると担ぬられるので，これらの危
険性については充分留窓する必寮がある.

... LPGボンベ

{け自動車LRG}s;f!ンベ
自動車に使用εれているがyベを 般糊と比依す
ると君主の充てん弁.取幽し弁および液面ttfJとのみ

るニとが変。た患であろう.そして着実薗計のうら司E

~窓尖匁よぴ健捜3更にはその材"にがリカーポネイ

ト"との合成樹脂.使刈《也被玉突のものは始んと》し

たのがあり 二れが火災等の際に問題と伝る恐れがあ

る.勿泊 ‘111式のものに"嗣"に問書弁があり鴨

き窓式のものには険阻の...プが取りつけてある

のて充てん者.'ニの置を.Ilしたのも.二れらの"

ルプ・.完全にLておけば安全と包め鳥れるが二れ

~忘れFこ‘合U幽めて危険である. 子細:J!験 2 で恨

.~武俊薗討の. . .プ舎はずして!l験 ι ，:~思.そ

のポ:，..-<U，d火後5分-30惨で厳語計.0'.き L~tJ/.t 

火炎を司自幽L伝がら...，..，.~tt.にα 勾て釣鈎m も吹

き無んでおり.二の事例伝どからもその危険作.'田

められよう.

(z) ，f，...，ペの匂舞踊医凶

7 加織による材例強度の劣下

LPGボyペ111tJ.&!ボンベであり忌のMflは総

繋鍋J{I1¥1.合金制とeれている.常温におけるそ
の厳司侵ajJLJ80同I<a'以上であるといわれるが火

11お掴 曾7.10温度に対する値震予狸lEJJ
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2足農相.*cr.o場合:f.".，ベ自体t~ 1Iø舗されるとそのか

わ雪面 O~イザーへイス〉の‘度が上舛し二の

とのその骨底力"旦111'二下障し安全弁の作動亙カ

〈初......2.aq:Jc.勺以下で偶発してLまう可縫佳も

J号えられる.ニの関係を実験で使用した"'lペじ

っt て計算Lて見ると(836凶のごと〈なる.なお

a鹿嶋予E正力は下記のごと〈円筒肉"11)1:尖で来
的 rf..， #、強度のrd縛11.(抗31閣)U.その材

"を問符と娘定 し て同a狗42年度. 司I鎚性ガ~野

外拠放縦告J(雪聖書後術鉱換所》よりヲl附した.
1・掌~ ' I (円筒肉眼計算式〉

P: il度峨予忠正力(q:JCIIη

.，銚張1) 45q: J CII'('~tM) 

t ボンベの肉I'l O.32C11 

r: ，f.γベの内径 18供同

ーの創のら明らか伝ごとし予.t!¥健康圧力"

5OO'Cで32句/鏑矢 6岨℃で 181q1園・ 8冊、Cでは
'.M.: 10..， ca'という舗に'.司ている.普通の木造
火民でも A!高温度1:13∞'CM'二上昇するので
多分~:それ危険性があるといえよう.

イ 受~Ilによる問趨t!1

ポyペ.，釦1Mれれば当餓その内IEも上野す

る.ニの上舛庇)H:遁当に解ltして鎌穂合予防す
るのが安全弁の使命である.しかしポ γベの受働

置が安企弁の1!Utで予忽した幽をjj!えて しま弓よ
うな場合にU内庄の上痴をその安全弁ではM1I<し
8れな〈伝るのでg・3をという市銀に移行する忽れ

が111て〈る.

ー純にポンへの受熱畳計算I':IJ.APIの実験式

"使則されるが二の実験式は火災実験から戒めと

ものでI!!.，ペの周辺認度<1:8岨℃位のときに相当

するといわれている.しかー.窓辺[，、な ，て火災

現喝事，のポyペ.'ニの式から求めた受負量以上金

受けて姐'をするという事例会t多〈な勾たのでその

錦策として安全弁のロ健全従来の6・から 7.5・

へさ削ニ現在で'"・へと太〈して来た.しかし

生勿予備受験Sおよび;n二次突破でも腕むか匂ご

と"・の安全弁金つけた:f.".，ペ"1111ーしており

予姐災輸の際の状況"内!U:23.5切1・2で安全弁

が作鋤L2分• .，秒後内庄はさらに 1.3切/..・に上

昇ι24.8k・1"-で@処していること4''.二のよ今

伝傾向舎示した事例のーっといえよう.'"に'r画
実験Lたがγベ"中で内医を測定したものの受納

‘il:Ht)$.Lて見ると術，./警のごと〈似る.

M28. L P G ポンペの受然録

'J! 験 a 別協泌を1慨 P上昇℃温度容L盆PFMスRL EP句It~ 時間~， 自ーれ・薗 総c受且/納提楓唱:k~lI~鮪皿、健
組 唱1 加艶〈予備3 d 

2‘ 9 7 40咽 1 お481仰..27郎 判。醐l

直』量個倒〈予蝿】 邸調。 24 

" 6c 34.3' 
320 7糊訓4仲恥5訂7町叫 0阻

肱 射訓第〈本〉誕 h 200 ..~ 震 3c 17.1 判蜘sai2117醐 ilo. '" 
前提網島 E本】 “4 晶 司 100 3( 17.1 2251醐判 4516吋 0.8蜘
1. re受魚盆(ø1/眠，~怠鑑(8) )( 上側M( 'C同比1M時間【眠〉

2 受1.'01量(calJcm、-c)=M受係・tlねれ麗(01勺

3 比側=0.5912

4 容量ー重量の副長""比慮。 573として針擁(.ープタンO晶，ープタ "'0，お3をfI&I比によ 1)n:/U) 

S. ，際111"内低圧力より植定

6 上野臥.111J.~安全弁サ凶 Liljijの桜並

7. 'J!.験開飴前の被(d.U30'Cと した

8. t~印は安全弁作動信ず 上舛底力がー定とな。たときの位値

その受鮪盤はすべてAP1のそれを下まわ勺て

弘、"がその単位受納量"n権"'I!!Iの渇台が紋・t!悶
納乃網代のが¥)2併と伝令て斜りこれらの点は怠考

と'.'らん ニのデーター合さらに険制して見ると

予備!II腕2でホめた火俊(1 "')11白らの険盆(!fU5

3健〉は袖幅上S供温"中心織で3.437Scal/cm'se包で

みり，ニの・k1J.3~の効'" (3"叫から進寛した

火炎そのもの、 111であるから 薦Ii!I固定曾~が笑

( 90 ， 

際に受けたy u.1.1筒cal /cm~c 企匂tJ J~ 中

予備実験の0.78253JiJ:びす点検の 0・掛抽t

1="'"に比観してもそれ穫の愛"包められはも・.
さらにポγベの効率を筑端程度としてその受側

量から火災の魚.!"*めて見ると予備実験の場合

・3.9126ca1/聞、民本実験の崎削"'，4錫c.11

=....となる.

ー・方。 ."の場合..医大火災微量(M"16誕，，，



"畿褐cal/cmlse包とな，ており二の値l三拠"

dの.舎のf:J3.7俄である.今ニの火炎でボ γペ

が加鱒された栂合の受蝕量を同じように偽司同C商

として撲のて見ると 2.s19caJ1四"'"<，・う働ー
べないKcalJm1h1ニ倹賞すると 92，8閣という鑑に伝

りAPIから予怨される50，0∞程度の1M止を大.

< ~まわ。ている.勿凪これらの針覧鑑iこ"偲当

大たんな仮定を含んでいるので，このま、に受取

る二と I!r.~.であるが， 側当大e な"I!!Iもあると

ー・令織定は官I飽であろろ.

以上の儀信狸白から前1:'fIその対認として曾及

"fーごと < ~盆弁の口径をさ らに大き〈する方法

も管えられるが，ガスの~.IU量を~I止にするニと

は反薗二次的匂S込書の問鍾もあり新た伝危険伎を

生ずる拘それが"り単純にそのような考え方をと

る二とも出来'"い拠備にあるといえよう.

。I眠術自陣‘'の問題
lJi織を受げているポ;1''''::については 以ょのベ

て eた外に..温度の~.'"鱒耳 L変化.受ける

喝台の徳銀労，"よ ぴ温度の~!院変化ゃ1!!I!Ii!妥'"
・2の拠方位』ζ‘づ〈儀応力に湾Lて.ぜい住材斜
でUそのを良収ずる11ひずみ.o:'J、さも・0・と"降、，L 
ぴしぱ1圏もし〈は位回の鈍応力の慢1lL.1ニよーヲ

てa・する企いわれる飴衝訟のrt・'"どもある.
さらにはLPGの佐賀から多盤に轟捜するtlfJ

a・合には11111"い段磁.という現象'"ども問題と
似る可健也が""ぅ.

一回に..，ぺの燭発現象とい。てもその原凶は

繍々ありかつ二れらの原闘が宣伝り台，て作用す

る省台が多いと考え.れるので，その対ヨ院は極め

て凶.といえよ弓.ニのように， 裂をのと ニゐ館

発するとい今可能性からのがれる二とは出来ない

状況にあるのでこの二とを探<I!IIIして需に周

到伝讐戒をおニたらない二とが貧要であろう.

S島健鍵組閣

LPG也ガゾ砂 γなどと肉憾に1ft;の伏穫で絵
鍵する釈でiJ.~よい. R度tらのなJIIから気体の紗c1l!と
匂り さら比重震と過当に混合L可処佳の混合"

~体と f... .，て1M絶するので.その量的信関係.m
1129蜜 L PGのif1 hニ対する混合ヌf~1量
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uによると却2911のごと〈伐る.
以上のごとιLPGの調書111.1約s，OOOIにbな
。て儀袋する佐賀がある.

5 自動車"の鰭蟻

"と Lτ集合している白動車の一台が火災とな勺た
絹合i 間慢の臼働率に対する睡鍵の司自伝性につ、て

は その弱点であると iliめられるタイヤへの11火~l監

修企して考鏑して見ると放のよ今に槍定される.

ín-~!誕抱負結果によると ， 偲旋回 " "上の自動・u

点火後f'J1分で車内温度が'河℃に遣しており，状況

観測の飴集からも金拠の状織にあ。たニとが担められ

た.この7分間で智恵規ずる.納の量HtlJして且る
と . その総鍵逮II~4 mmJminとした吻合， 1"の薗
艇では剖と〈揺る.定官官総鋒となる時間t'.Ta;長しても

その量は30'極度と且ればよいと思われる.(1(，二タイ

ヤは予僧拠輸2から 10'の火炎で銅剣された燭台風土

1 mの箆織に鈍いてU点火後 1 分....で~火してい

る.ニのと 8タイ T.d1受けた鋪患は 10'のl'<射11..
定飽果からr，.枇alfm1wcであり，二れから I~'当り

のIllI!!I盆は"""と伝る. ニの催ut多留の安全限界剣
劃 069cN/cmt闘 と比叙して見ると.その同秒間に
欄当するが時IIIIY，にA<匂"ているので敏熱量金お

~伝う窓ち長から20秒"'11プ，~しても 2 分a置の漣で

ある.

以上のニとからn動車はその底下から 1m'NJ度の鐙
鍵舗で加無されればlIt織にして 30"'，nnにして7分湿
度で企a悔し則留の白Il取に対しても 1m!'i.度の距.で
あれば2分阻度でそのタイヤヘb経線ずる可能院があ

り. その鮪.I:'~阪の安全限界魚鼠0. 069 cal/cm、伐
とはぜ等しいfIと具てもeしっかえ'"いものと槍:ii!.
仇ょ う.

8らに"'" t IOol'の割合についてその安全限界距雌
を同信援にして求めて見ると'm薗の中央値をと ，た場
合は 6m，/lIJじ(10m聞の中氏吋自民全企。た場合は 4.7

m程度となる.

fJ.H.第二次当時験のように絢訓匁火拠で"杉阪の安

全限界受魚.について"'.Lたその儲から鼠上"で
la・m.fIl下"では41.3mである.
しかし 敏4tl!!l貨もつまるとニ"筆網I!!It，の段!!¥.

によりその鋤援は大.<左右されるという ニとであ

る.Ifに白動車忽どの・合はそのaa上，.，る見て紘m
."偲当大である企鎗注されるので.小tt襖火災によ
る加俸位では，実際の.合憲火した&しても製立総I!

に穆行するζとは，‘めてまれでは匁いかと考えられ

る.

自動車の鎗漢については大体以上のごと〈織定され

るがニれほ積取可処物のない場合であるから怠脅とす

【91) 



るa院にはこのl.~を，，~障する00"があろう.

a 火災組楓
第二次~"I 1 処方によ。ては樋めてeぴLい条件
を股定Lて決験L.t!と...えられるが.下記のよう信

理由a・ら必ずLLそのように"'駕断されない.
その恩仰の;n:II1，n..帽別の問睡であるが，，.
内の鴇合を"にと .て見ても，それらのE判:11:1:;佐佐

険性物品の運掲.t:げでも次のよう俗観慣と緩慢のも

のがある.先づ，..." IJ - ~ーであるが石油刻では

その級大積曾量が10.0(胤たnヲl九ぺが1鈎℃以上
の.合は 16，0001企なる. ~に LPGをはじめとする

高圧ガス関係で"'その110 刊 4剛 で"り中には '
νー， 式の 1併@自におよぶト..タもある.さらに

-10の~' ，.~(， またド，ム.による石油鋼などの選

砲はもとより， LPG(ftfi1Eガスの小売1'IJ:tH:よる運

織も多a止に行われ 火嘉照のlI!!IIさえ行なわれている
現状にある.

M'の鹿山は， n働率Z干の問掴である.現在..内に
おいては今聞の>l!験Jl IIII!I度の自動車.o~. ffとして停

槽する嶋合は縛別1}らしい，..では伝い.例えば・内

交通のネ .，.~ t~.われる*ltlを~~をはじめ覇困木健

際などでは・l'の， ，..;.;.It ー骨的α停車でUある
が，.，舗の列113，(剛m (3・・)1ニも釘よぴ台留にす

ると実に 1，500台に過する企いわれている.ニれらの

n動車..0:1台平均耐の石油期金制?としてIt.口、
ると仮定すると1，以加台で1145，似)IJ/ということに匂

る.しかもニの自動車鮮の小はは前包のよう'Jタγ，

回目"をUじめ大型パス"."在している場合が多
いと姐定されているのでその火災危険は極めて1[大で

あるとい灼匂ければなら'Jい.

今回の錦ニ.，，，具輸""たしかに予怨以上の威力を示

L その穣・の盛大住b明らかにLた.しかしな軒以

上のよう匂理由から特別きびしい条件の股定I:}&づ〈

:史"であ。たとは勾えられ匂いのである.

【92)

11 消防対 11

ー口に自動司陣火災企い，てもその蛾伺は千盆万別で

ありその状況に対応Lた‘粛がとられ伝けれUfJ. t，α 
ら信い二とほいうまでb信い二とである.これらの対

策について1:，猟洩"'¥;11司HIi!め， l!.lI:lIm副賞，
危曾予防対策*.0:考えられるが，1.1に前防が当薗する

間届eLての防御について与えて見ると次のよ 令な二

とが1[要位指針となろう.1" fJ.わち高圧が;o.:tt...#、

等の介在した自動車火災民対して位。前Iこのベたごと

〈 需に働誕の危険性がある企いうニとを充分に;ut

してお〈とともにそれからの危曾予防について必要な

手段eと。て行動するニとが軍要である.現在のとこ
ろポYペ持の燭売を予防する方法としては冷14l'P股が

II良の方法と考えられるがI 不徹底1J.("/llで比熱桜

労とか""1町憶の問題もありかえ勺て側発危険金助長す
るおそれがある.二のため冷，.する暢合に11tu*mる

限り鈴紬徹底して行う二と tt，.e良の方J、であろう.

12 あと がき

昨年 6~から捌鈎した白鋤啄火災実験も昨牢II JIIO

日に実施ιt:l:I二次:M!l'"惨とし-It;の結局告側る
ニとが出来た.なお今回金副 Lたー遣の~験:Jl(点

荷の.，号埋立雄において行，た災犠だけでも前後4闘

に""広大腹膜伝ものであり.それだけに当続疋所ど

けで伝〈各'"の絶大俗る梅JJI、..ては じめて可能と

伝，た&のである.11'.て数。あげた問題も多鍍にわ

たqたがそれらの鎗てがζの:長級によ。て解明εれた
裂では伝い.むL'ら考え方によ 。ては続た伝多〈の111
111が鎚...されfニ"'1食tさえいえよ う.今後11.j::J31航
果に対しさらにl1'l園伝倹討を加え00更な司区須とれ不

完全'J間聞についてはその...:実験研究金加えてより

完全信むのにして行〈ことが盆袈であろう.

必わりにのぞみ東京廊プ P #~...，協会をはじめNHK

その飽多〈の方よ 9多大の凶カ.臨勺たニと !!'Lるし

て謝意にかえたい.
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